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作成年月日 平成３０年１０月１５日 
作 成 部 局 企画県民部芸術文化課 

平成３０年度兵庫県文化賞・科学賞・スポーツ賞・社会賞受賞者の決定 

 
県民文化の高揚、科学技術の向上、スポーツの振興及び明るい地域社会づくりに

貢献された方々の功績を讃える標記四賞の本年度受賞者及び贈呈式について、下記

のとおり決定しましたので、お知らせします。 
 なお、受賞者には、副賞として市野雅彦氏（平成 23 年度兵庫県文化賞受賞者）が

制作した丹波焼のオブジェを贈ります。 
 
１ 30 年度の受賞者数   

 個 人 団 体 計 
兵庫県文化賞 ５    ０ ５ 

兵庫県科学賞 ３    ０ ３ 

兵庫県スポーツ賞 

(うちｽﾎﾟｰﾂ賞特別選手賞) 

１８ 

（１４）※ 

   ０ 

（０） 

１８ 

（１４） 

兵庫県社会賞 ３ １ ４ 

計 ２９ １ ３０ 

 ※9 月 25 日に記者発表したスポーツ賞特別選手賞の 14 名については、 

四賞贈呈式と同日に贈呈予定。 
 
２ 贈呈式 

  (1) 日 時  平成３０年１１月８日（木）１４：３０～ 

   (2) 場 所  兵庫県公館大会議室 
 
３ 被表彰者の概要 

  別紙のとおり 

 

 

 

（参考） 平成２９年度までの受賞者数 

区        分 制定年度 
平成29年度までの受賞者数 

合  計 個  人 団 体 
 兵庫県文化賞  昭和23年度     ４２７     ３８０      ４７ 
（うち兵庫県国際文化賞）  昭和34年度 （  １１）   （ １０）  （   １） 
 兵庫県科学賞  昭和32年度     ２５３ ２３３       ２０ 
 兵庫県スポーツ賞  昭和39年度     ３２２     ２８３       ３９ 
 兵庫県社会賞  昭和47年度     １３４       ８３       ５１ 

合        計  １，１３６   ９７９  １５７ 
 
 

 

（問い合わせ先）企画県民部県民生活局芸術文化課企画運営班 ℡ 078-362-9077 
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(1) 兵庫県文化賞         （五十音順・敬称略、年齢は 11月 3 日（表彰期日）時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

市野
い ち の

 元和
もとかず

(62) 

篠山市 

 

陶芸家 
美術 

（陶芸） 

・丹波焼を代表する作家として、伝統的な素材・技法

に現代的な感覚を加えた作品は国内外で高く評価。 

・韓国光州ビエンナーレ現代陶磁器展に招待出展した

ほか、海外研究員としてフィンランドのアアルト大

学に派遣されるなど、国際的に活躍。 

・兵庫県展や神戸市展の審査員や兵庫県工芸美術作家

協会の理事長を務めたほか、H30.3 月まで神戸芸術

工科大学教授として後進の育成に尽力。 

（主な受賞歴） H3 日本伝統工芸展高松宮記念賞 

H6 兵庫県芸術奨励賞 

H19,23 田部美術館大賞「茶の湯の 

造形展」大賞 等 

岩松
いわまつ

 了
りょう

(66) 

横浜市青葉区 

劇作家・演出

家・俳優・映画

監督 

演劇 

・日本を代表する劇作家、演出家、俳優であり、現在

も数多くの演劇作品や映画、テレビドラマ等で活躍。 

・県立ピッコロ劇団には草創期から関わり、H21 年か

らは代表に就任して、ピッコロ劇団による演劇創造

発信活動を主導。 

・ピッコロ演劇学校の特別講師を長年担当するなど、

次代を担う演劇人の育成にも尽力。 

（主な受賞歴） H1 第 33 回岸田國士戯曲賞 

H6 第 28 回紀伊國屋演劇賞個人賞 

H10 第 49 回読売文学賞 

H28 第 21 回鶴屋南北戯曲賞 等 

笑福亭
しょうふくてい

 鶴
つる

瓶
べ

（66）

西宮市 

落語家 
伝統芸能 

（落語） 

・６代目笑福亭松鶴に入門後、高座を勤めるほか、テ

レビ・ラジオで活躍。軽妙な話術と回転のはやさ、

飄々とした人柄で、タレントとして全国的な人気を

得る。 

・近年は落語界への回帰を強め、「私落語（わたくしら

くご）」と呼ばれる独自のジャンルを構築。上方落語

協会の役員を歴任したほか、県立芸術文化センター

をはじめとする県内各地のホールで独演会を開催す

るなど、落語文化の振興に尽力。 

（主な受賞歴） H12 第 29 回上方お笑い大賞 

H21 第 33 回日本アカデミー優秀 

  主演男優賞 

H30 第69回日本放送協会放送文化賞 等 

別 紙 
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正井
ま さ い

 公華
き み か

（69） 

神戸市西区 

創作紙工芸・ガ

ラス工芸作家 

美術 

（工芸） 

・ニューヨークで創作紙工芸を学んだ後、シャドウボ

ックス（立体的な紙工芸）において独特の作風を編

み出す。ガラス工芸においても活躍。 

・国内外で作品展や講習会を開催するほか、兵庫県婦

人手工芸協会会長や全国手工芸コンクール in ひょ

うごの総括審査員を務める。 

（主な受賞歴） H24 半どんの会文化賞現代芸術賞 

H25 明石市美術展明石市議会議長賞 

H27 兵庫県功労者表彰（文化功労） 

H29 神戸市文化賞 等 

吉見
よ し み

 敏
とし

治
はる

（87） 

神戸市長田区 

洋画家 
美術 

（絵画） 

・具象画と抽象画の両面で活躍。阪神・淡路大震災に

おいて自らが被災者となった経験を生かした「震災

記録画」は、各方面で高い評価を受ける。 

・抽象画の分野では、40 年以上にわたり制作を続けて

いる「壁」シリーズにより、戦後社会の重苦しい閉

塞感を表現。 

・兵庫県洋画団体協議会の代表として、洋画家同士の

交流・研さんに努めるとともに、東日本や熊本の被

災地支援の先頭に立つ。 

（主な受賞歴） S51 第40回自由美術展靉光賞〔最高賞〕 

H15 半どんの会文化賞文化功労賞 

H22 兵庫県功労者表彰（文化功労） 

H26 神戸市文化賞 等 
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(2) 兵庫県科学賞 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

芦田
あ し だ

 均
ひとし

（59） 

神戸市東灘区 

(神戸大学） 

神戸大学大学

院農学研究科

教授 

農学 

【食品成分の健康維持機能解明に関する研究】 

・健康を維持して長寿を全うする食生活を研究し、食

品成分が健康を維持する機序を明確に解明。 

・食生活でダイオキシンの毒性が軽減あるいは消去で

きることを発見したほか、緑茶の常飲が肥満と糖尿

病を軽減あるいは予防することを証明。 

・黒大豆の果皮に含まれるプロアントシアニジンが健

康増進効果を発揮することを証明し、兵庫県の黒大

豆の栽培と販売の振興に大きく貢献。 

・国際学会の招致に携わり、H31 に神戸で開催される

国際学会の大会会長に就任。 

（主な受賞歴） H26 ネイチャー・インダストリー・アワ 

                         ―ド特別賞 

H28 日本栄養・食糧学会賞 等 

川月
かわつき

 喜弘
のぶひろ

（58） 

姫路市 

(兵庫県立大学) 

兵庫県立大学

大学院工学研

究科教授 

工学 

【光分子配向性材料の創成】 

・光機能性高分子の合成と光学材料·素子への応用を

専門とし、材料設計・精密化学合成・光学評価・プ

ロセス開発などを一体化した研究を行う。 

・いろいろな光を用いて種々の材料の分子配向制御を

めざした“光配向”に関する研究は世界の液晶性光

機能材料分野をリード。 

・光配向性高分子液晶の材料技術は位相差フィルムと

して上市されたほか、ＩＰＳ液晶ディスプレイなど

の高性能光配向膜として実用化に向け検討中。 

（主な受賞歴） H15,20 日本液晶学会論文賞 

H28 消防庁消防防災開発優秀賞 等 

橋本
はしもと

 秀樹
ひ で き

（56） 

西宮市 

(関西学院大学) 

関西学院大学

理工学部教授 
理学 

【光合成初期反応・人工光合成系の光機能解明に関す

る先導的研究】 

・光合成色素カロテノイドの光励起状態の物性に関す

る研究から、人工光合成による次世代燃料開発へと

研究を発展。 

・カロテノイド色素の物性物理に関する国際的な権威

として、研究成果を権威のある学術雑誌に発表。 

・H27、関西学院大学理工学部環境・応用化学科の主

任教授として、新学科の立ち上げに貢献。赴任後も、

人工光合成による次世代燃料開発を推進。 

（主な受賞歴） H14 英国BBSRC Japan-Partnering Award 

H20 日本化学会先端錯体工学研究会賞 等 
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(3) 兵庫県スポーツ賞 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

天羽生
あ も お

 曻
のぼる

（87） 

明石市 

兵庫県弓道連

盟理事長 
弓道 

・S38 に弓道を始め、S43 から県代表として全日本選

手権で活躍。 

・H12 から県弓道連盟の理事長に就任し、H18 兵庫国

体における円滑な開催運営に貢献。その後、全国

弓道連盟評議員、兵庫県体育協会競技力向上委員、

神戸市弓道協会会長などを歴任。 

・国体選手の指導育成に従事し、秋田国体では成年

男子近的で 46 年ぶりの優勝を果たすなど、若手育

成に尽力。 

小山
こ や ま

 友一
ゆういち

（76） 

朝来市 

朝来市健康福

祉大学学長、

元兵庫県体育

指導委員会会

長 

社会体育 

・S57 より現在まで、朝来市スポーツ推進委員として

社会体育の普及・振興に務める。 

・その間、兵庫県スポーツ指針委員会会長、全国ス

ポーツ推進委員連合副会長などを歴任し、組織の

充実・発展に尽力。 

・その知見を生かし、朝来市スポーツ推進計画策定

委員会副委員長・兵庫県スポーツ推進審議会委員

として、様々な建設的な意見を提供するなど、地

域スポーツの振興に貢献。 

増田
ま す だ

 和茂
かずしげ

(66） 

明石市 

（公財）兵庫

県障害者スポ

ーツ協会 障

害者スポーツ

推進専門員 

障害者スポ

ーツ 

・S50 より兵庫県における障害者スポーツの先駆的な

事業に取り組み、スポーツを通じた「リハビリテ

ーション体育」を実践。 

・障害者スポーツ推進のための組織づくりに尽力し、

ひょうご障害者スポーツ指導者協議会会長として

普及推進に尽力。 

・多分野が連携した「障害者スポーツネットひょう

ご」の代表として web 情報の一元化にも貢献。 

松本
まつもと

 學
まなぶ

（71） 

神戸市灘区 

整 形 外 科 医

（スポーツド

クター） 

スポーツ医

学 

・日本体育協会公認スポーツドクターとして、スポ

ーツ障害の予防や速やかな復帰に向けた支援等に

取組む。 

・H4 から現在まで本県帯同ドクターとして国体に参

加しているほか、のじぎく兵庫国体(H18)では事故

防止に関する貴重な提言を行う。 

・県ラグビーフットボール協会医務委員や日本ラグ

ビーフットボール協会アンチ・ドーピング委員と

して、医学的な立場からの支援を実施。 
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(4) 兵庫県社会賞 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

大石
おおいし

 由紀子
ゆ き こ

（79） 

神戸市北区 

Oishi サポ

ートセンタ

ー代表 

国際社

会活動 

・神戸市北区の自宅に「Oishi サポートセンター」を

開設。その語学力を生かして、性犯罪や人身売買の

被害を受けた外国人女性等の救援及び自立支援、心

のサポート活動に取り組む。 

・保護司として国連アジア極東犯罪防止研究所に協力

するとともに、国内外に人身売買防止の必要性を訴

える活動等を行う。 

（主な受賞歴） H27 公益財団法人日本社会貢献支援 

                   財団社会貢献者賞 

H29 東久邇宮国際文化褒賞 等 

加納
か の う

 多惠子
た え こ

（78） 

芦屋市 

芦屋市社会

福祉協議会

会長、元兵

庫県社会福

祉協議会副

会長 

社会福

祉活動 

・33 年にわたり民生委員・児童委員活動に従事し、そ

の間、芦屋市民生委員児童委員協議会会長、兵庫県

民生委員児童委員連合会会長、全国民生委員児童委

員連合会副会長等の役職を歴任。震災時には安否確

認・見守り活動などに取り組む。 

・芦屋市社会福祉協議会会長、兵庫県社会福祉協議会

理事・副会長、全国社会福祉協議会理事などの要職

を歴任し、地域福祉の向上に尽力。 

（主な受賞歴） H17 兵庫県功労者表彰（福祉功労） 

H18 厚生労働大臣表彰（福祉功労） 

H26 叙勲（瑞宝双光章） 等 

坂本
さかもと

 津留代
つ る よ

（67） 

神戸市西区 

井吹台連合

自 治 会 会

長、あすの

兵庫を創る

生活運動協

議会会長 

地域社

会活動 

・仮設住宅に居住する高齢者訪問や登下校時の子ども

の見守り、テレクラ出店への反対運動、子どもによ

る防災・防犯組織の発足などを主導し、安全で安心

な地域づくりに貢献。 

・あすの兵庫を創る生活運動協議会会長や長期ビジョ

ン審議会安全・安心研究会委員などに就任し、明る

く豊かな地域社会づくりの面から県政に貢献。 

（主な受賞歴） H18 ひょうご地域安全まちづくり活動賞 

H21 兵庫県功労者表彰（地域安全功労） 

H29 総務大臣表彰（地方自治法施行 

   70 周年） 等 

公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

 

神戸
こ う べ

学生
がくせい

青年
せいねん

センター・ 

六甲
ろっこう

奨学
しょうがく

基金
き き ん

運営
うんえい

委員会
い い んか い

 

（設立後 23 年） 

神戸市灘区 

－ 
地域社

会活動 

・阪神・淡路大震災の被災留学生の支援を契機に、留

学生への奨学金給付のための古本市を毎年開催し、

売上からアジアの留学生に奨学金を支援。 

・古本市において安価で大量の良質な書籍を販売して

いることから、地域の人々の教養の増進にも寄与。 

・東日本大震災では、被災自治体の教育委員会へ児童

書の寄附を実施。 

 


